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 生後 3 日齢のラットより two-step immunopanning 法により網膜神経節細胞を単離し
た。単離後 6 日間の培養ののち、ローダミン 123 を用いてミトコンドリアを標識し、3 秒
ごとのタイムラプス画像を 3 分間撮影した。マイクロダイセクションに用いられるレーザ
ーにより軸索を切断し、その 5 分後、18 時間後に同様にタイムラプス画像を撮影した。
タイムラプス画像よりキモグラフを作成し軸索輸送の量的解析を行った。レーザーによる
軸索切断から 3 日後にアポトーシスの有無を確認した。 
観察した 17 個の網膜神経節細胞において、軸索内を輸送されているミトコンドリアは
レーザー障害前(n = 834)は、順行輸送 23.4％、逆行輸送 21.0%、停止 37.6％、fluttering 
18.0%であった。レーザー障害 5 分後(n = 642)は、それぞれ 12.3%、7.6%、70.6%、9.5%
と停止しているものが増加していた(P < 0.001)。18 時間後(n = 544)は、それぞれ 11.0%、
15.6%、63.7%、9.7%と、障害前と比較して停止しているものの割合が増えていた(P < 
0.001)が、レーザー障害５分後と比較すると停止している割合は減っていた(P = 0.010)。 
 ミトコンドリアの軸索内の輸送速度はレーザー障害前が 0.48 ± 0.01（平均 ± 標準誤
差） µm/秒であったが、レーザー障害 5 分後が 0.37 ± 0.02 µm/秒と低下していた(P < 
0.001)。18 時間後には0.46 ± 0.02 µm/秒と５分後の比較して改善していた(P ＝ 0.002)。
5 分後から 18 時間後で輸送速度が改善した細胞(n = 4)は、3 日後に細胞死のマーカーで
あるエチジウムホモダイマー1(Eth-D1)陽性細胞を認めなかったのに対して、輸送速度が






















  したがって、本論文は博士（医学）の学位論文として価値あるものと認める。 
  なお、本学位授与申請者は、平成 29年 2月 3日実施の論文内容とそれに関連した試
問を受け、合格と認められたものである。 
要旨公開可能日：      年   月   日 以降 
